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ただ2才のオスと 3才初発情の メスとの mounting
(pelvicthruStをともなう)紘,かなりひんはんに見ら
れた｡これをオスの側から見れば playであるといえよ
うが.メスが苑竹中で,未成熟とはいえぬ状態にあるた
め,光熱ではあっても playとはいい紅い.また3才の
オスと,同咋初発仰Eのメスとのmountingも少数ながら
見られたが,一般にはこの年令のオスは,同年のメスの
接近を避けがちであるから.Sexualplayを通じて若年偶
作どうLで性行動としてのmountingに習熟する較会は
才的少ないと考えられる.
3.2才のオスと3才のオスとではメスに対する反応
からがう
同一個体でしらべ直してみなければたしかなところは
わからないが,2才のオスが比較的抵抗なく初見倍の3
才メスにmountingを行なうのに,3才のオスがメスを
避けがちなのは興味深い｡このようなちがいは.一つは
メスの接近態度にもよるのかも知れない｡メスは3才の
オスに対しては,かなり明瞭に交尾行動誘発の接近態度
を示すが,2才のオスには保証者的接近態度またはあそ
びに誘うような態度を示すことが多い｡
オスの側からいっても,2才のオスは年長のメスに対
し,がむしゃらな,あそびのmountingをしかけるが,
これはメスが保証者的態度で応じる行動とかみ合っての
ことである.3才のオスにとって同年のメスは,lilなる
あそびの相手としてはもちろん,backapproaclなされ
たり,しがみつかれたりしたはあいなど.mounting行
動が誘発されないのがふつうであろうoただケイジ内の
グルーブで,ある3才のオスが3才のメスの抱いている
2才のオスを自分のあそび相手としてうはい返そうとし
て按近し,その結果メスにmountingをすることを位え
たという例はあったし,高崎山でも2-4才の若年個体
ばかりが15匹前後の両性のグループをつくっていて,そ
の中の3才のオスとメスの間で,不完全な交Taが行なわ
れている例も観察した.稀ではあるが邦妹ある例,Cあっ
た ｡
嵐山B群における性関係について2)
乗越 胎司 (大阪市大･理)
ニホソザルにおけるincestの問題は古くから注目され
ており,それはおもに群れ内の血縁個体問で考えられて
いた.最近,校数群において,オスが性的就熟するまでに
ほとんど群れ離脱することが明らかになり,このオスの
群れ離脱による親子間のincest回避のメカ='ズム,ある
いはinbreeding回避がニホソザルに存在するといわれる
ようになった.ところがオトナになった後も群れに誠っ
ている個体はいくらかおり,彼達とtB親との間に incest
の報告はまだない｡このことは群れ離脱によるincest回
避の説明だけでは不十分で,従来からいわれてきた kin
内の個体間における行動上のincest回避脚縄を考えなお
す必要がある｡
そこで,incestあるいはinbreedingの問題な考えるた
め,凪山B群において,1971年秋から1973年春までの2
シーズソにわたる交TB期における性行動な祝祭し,そ
I)この研究成果は,近刊予定の 『今西錦司先生舌摘記
念流文雄』(中央公論社)に,"ユホソザル未成熟個
作と性行動"の題で発表する｡
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2)乗越胎司:脱山B群の性行動一血縁個体問およびサ
ブ･グルーブ内個体問の性関係について｡約17回ブ
リマーチス研究会｡
